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Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
、

３
月
１２
日
に
開
催
し
た
団
体

交
渉
に
お
い
て
、
左
表
の
回

答
を
会
社
か
ら
引
き
出
し
た
。

今
次
春
闘
で
は
、
「
人
材

こ
そ
が
最
大
の
財
産
」
と
の

絶
対
的
価
値
観
を
礎
に
、
未

来
を
見
据
え
た
「
人
財
へ
の

投
資
」を
掲
げ
、賃
金
引
き
上

げ
を
要
求
の
軸
と
し
て
、
労

働
条
件
や
職
場
環
境
の
改
善

を
図
り
、
高
い
意
欲
を
も
っ

て
当
社
の
社
会
的
使
命
を
果

た
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
将

来
へ
向
け
た
改
善
を
図
る
こ

と
の
重
要
性
を
主
張
し
た
。

徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
て
き

た
純
ベ
ア
は
、「
基
本
給
７
�

０
０
０
円
引
き
上
げ
」
と
な

っ
た
。
満
額
に
至
ら
な
か
っ

た
が
、
運
賃
へ
の
価
格
転
嫁

が
構
造
的
に
難
し
い
鉄
道
産

業
に
お
い
て
、
組
合
員
の
創

意
工
夫
で
、
従
来
に
も
増
し

て
生
産
性
向
上
に
努
め
て
き

た
こ
と
や
、
経
営
体
力
の
再

強
化
の
必
要
性
を
深
く
理
解

し
た
う
え
で
、
一
人
ひ
と
り

が
知
恵
を
出
し
、汗
を
か
き
、

実
現
に
向
け
前
進
を
図
っ
て

き
た
こ
と
に
対
し
、会
社
が
、

目
下
の
物
価
高
騰
を
上
回
る

賃
金
引
上
げ
に
て
応
え
た
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

夏
季
手
当
は
「
３
・
０
箇

月
満
額
回
答
」
を
引
き
出
し

た
。
こ
の
間
磨
き
上
げ
て
き

た
サ
ー
ビ
ス
等
の
付
加
価
値

向
上
や
、
日
々
の
弛
ま
ぬ
安

全
・
安
定
輸
送
堅
持
の
取
り

組
み
、
安
全
安
心
な
地
域
医

療
の
提
供
、
中
央
新
幹
線
建

設
の
推
進
、
事
業
展
開
や
グ

ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
た
収
益

力
の
強
化
に
努
め
て
き
た
こ

と
に
対
し
、
会
社
が
２
年
連

続
の
満
額
に
て
応
え
た
も
の

と
な
る
。

離
職
防
止
に
資
す
る
調
整

手
当
の
一
律
化
に
つ
い
て

は
、
社
会
変
容
を
背
景
と
し

た
平
日
輸
送
等
の
戻
り
の
鈍

さ
や
先
行
き
の
不
透
明
さ
か

ら
現
状
で
き
得
る
対
応
と
し

て
、
「
Ｂ
級
地
支
給
額
５
�

０
０
０
円
引
き
上
げ
」
に
留

ま
っ
た
。
他
方
で
、
山
梨
実

験
セ
ン
タ
ー
車
両
基
地
へ
の

特
地
手
当
拡
大
や
、
山
梨
実

験
セ
ン
タ
ー
の
職
務
手
当
改

善
な
ど
、
大
き
な
前
進
を
確

認
し
た
。

い
ず
れ
も
、
こ
の
間
の
組

合
員
の
献
身
的
な
取
り
組

み
、努
力
に
対
し
、会
社
が
真

摯
に
受
け
止
め
、
最
大
限
に

応
え
た
も
の
で
あ
り
、
組
合

員
の
想
い
に
報
い
る
も
の
と

確
認
し
、妥
結
を
判
断
し
た
。

今
次
春
闘
交
渉
の
課
題
と

し
て
、
物
価
と
賃
金
の
好
循

環
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
の
転
換

が
あ
る
。
世
の
中
の
価
格
転

嫁
の
取
り
組
み
か
ら
後
れ
を

取
ら
ぬ
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と

連
携
し
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

労
使
交
渉
で
は
、
持
続
可

能
な
賃
金
引
上
げ
の
み
な
ら

ず
、
働
き
方
の
改
善
等
、
引

き
続
き
議
論
を
尽
く
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
も
全
員
参
画
の
ユ

ニ
オ
ン
運
動
が
重
要
で
あ

る
。今
次
春
闘
に
お
い
て
も
、

組
合
員
の
想
い
の
詰
ま
っ
た

「
檄
」
布
・
色
紙
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

等
に
て
、
か
つ
て
な
い
規
模

の
叱
咤
激
励
を
頂
い
た
。
各

級
機
関
に
お
い
て
も
労
使
協

議
等
を
精
力
的
に
展
開
し
、

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
チ
ー
ム
」
で
闘
い

抜
い
た
。
改
め
て
力
強
く
交

渉
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
す

べ
て
の
組
合
員
、
関
係
者
に

感
謝
申
し
上
げ
る
。
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≪回答≫
１ 令和６年度新賃金
（１）定期昇給の標準乗数は４とする。
（２）３５歳ポイントの基本給を７，０００円引き上げる。
（３）Ｂ級地の調整手当を１５，０００円とする。
（４）中央新幹線推進本部リニア開発本部山梨実験センター車両基地に

勤務する社員に特地手当として月額４０，０００円を支給する。
２ 令和６年度夏季手当
（１）支給月数は、３．０箇月分とする。

（２）支給日は、６月２８日以降準備でき次第とする。

〈〈２２００２２４４春春闘闘でで得得らられれたた主主なな成成果果おおよよびび確確認認出出来来たた事事項項〉〉
・リニア開発本部山梨実験センターに職務手当 １０，０００円 ２０２４．４～

・新幹線運輸系統でのジョブシェアスキームを本施行 ２０２４．５～

・名古屋セントラル病院３階病棟への病棟クラーク導入 ２０２３．１２～

・２０２５（令和７）年度の採用計画を１７０名増とし、今後の退職者数動向、育休等の見通し、業務改革
等の効率化施策、中央新幹線計画の推進に必要な要員等を踏まえた計画として策定

・キャリア採用（収益の拡大部署、中央新幹線建設等）を２０名程度実施

・インターネットメール送信時の箇所長メールアドレス入力を撤廃 ２０２４．１～

・社外への電子ファイル添付によるインターネットメール送信時の暗号化必須基準の見直し ２０２４．１～

・ファイル授受サイト使用時の箇所長承認を不要に変更 ２０２４．１～

・業務用スマホの全社的なルールを策定 ２０２４．２～

・「ｅ―革新」と連携した安否確認の新システム「セコム安否確認サービス」を導入 ２０２４．４～

・２０２４（令和６）年度の定期健康診断（第１回）の一部会場の回数増や女性健診枠の拡大を確認

・健康増進の新しい数値目標による取組み開始 ２０２４．４～

・各数値目標の理解を深めるための冊子「Ｗｅｌｌｎｅｓｓ Ｂｏｏｋ２０２４」を発行

・ウェルネスセミナーを各地区で開催。開催内容の動画等は「ｅ―キャビｎｅｔ」へ掲出

・福利厚生代行会社をリロクラブへ移行後もＴＤＲ、ＵＳＪ、ナガシマスパーランドの利用補助を継
続。ＵＳＪ利用補助のＷｅｂ申込化に変更

・ＪＲ東海ＭＡＲＫＥＴ内にグループ各社の求人と求職者のマッチング機能を備えた採用サイト「Ｂ
ｅ Ｏｕｒ Ｃｒｅｗ」を開設 ２０２３．１２～


